
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 気がつくと、田んぼには水がはられ、ツバメが気持ちよさそうに飛び交っています。木々の緑は深まり、花は

春の花からアジサイに変わりました。季節は、世の中を一変させた新型コロナウイルスに影響されることなく確

実に移り変わっています。 

約３か月の休校期間は、学校での時間を考えれば「失われた時間」となりますが、皆さんにとって必ずしも

「失われた時間」ではなかったはずです。休校明けのアンケートから、ほとんどの人たちが「家の人と過ごす時

間が楽しかった」「家のお手伝いをした」「課題にしっかり取り組んだ」と回答しています。休校中の生活を家の

人と一緒に考え、一緒に過ごした貴重な時間になっています。 

また、休校中、このコロナウイルス感染症に関わる様々な情報、政治の動き、人々の行動などがメディアによ

って伝えられました。そうした情報にふれたとき、「おかしくない？」「なぜそうなるのか？」と考えた人は多いと

思います。「自分には関係ないこと」と考えるのをやめてしまっては、チャンスを逃すことになります。この数か

月で、社会のありようも、人との関わり方も、経済の流れも、人の心のかたちも、あらゆるものが変化を余儀なく

されました。その歴史の「瞬間」に、当事者の一人として立ち合い、自分や社会を深く客観的に見つめることが

できれば、決して「失われた期間」ではありません。そして、コロナを正しく恐れ、どう

したら感染しないかを学び、危険を回避する力も、この休校中に身についています

ね。これからの学校生活の中で、しっかり生かしてください。 

約３か月間の臨時休校を経て、授業が再開しました。これまでの遅れを取り戻す

授業が進んでいきます。休校明けのアンケートから「授業についていけるか心配」といった不安を多くの人が

抱いていることが伝わってきました。でも大丈夫です。教科の先生たちが、遅れを取り戻すための計画を立

て、「大切な部分・じっくり取り組むべき部分」と「スピードを上げられる部分」を、授業の中で皆さんに伝え、進

めていきます。また、理解の確認もしていきますので、「よくわからない…」といったところがあれば、声に出した

り、目で訴えたり、手を挙げたり、なんでもいいのでサインを発してくださいね。        〈 校  長 〉  

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

We are all in this together. We will get through this together.〈一緒に乗り切ろう。みんな仲間だから〉

    令和２年６月４日発行 

しののめ 

 

 

 ５月 29 日、首都東京の空で、ブルーインパルスによる感 

謝飛行が行われました。航空自衛隊による、「新型コロナウ 

イルス」の最前線で昼夜戦ってみえる医療関係者の方々へ 

の感謝と敬意を表す飛行ということでしたが、すべての人た 

ちの思いや願いがそこに表されていたように思います。 病 

院の屋上で見あげて拍手をしたり、手を振ったりする医療 

関係者の皆さんの「ありがとうー！」の声にも打たれるもの 

がありました。第２波の心配もあります。今すべきことを毎 

日しっかり行い、みんな一緒に乗り切っていきましょう！ 

◆ 朝、余裕をもっての登校ができています。朝のゆとりは、一日の生活の落ち着きにつながります。 

◆ マスクを、まわりの状況や場面から「着ける・はずす」の判断ができるようになりましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 給 食 ＞ 

１ 準備 

（１）石けんを使ってしっかり手を洗う。 

・ 給食当番が先、その他の人は後。 

 ・ 給食当番は手指をアルコール消毒する。 

（２）全員、必ずマスクを着用する。 

 ・ 「いただきます」で外し、食べ終わったら着用する。 

（３）配膳は、先生と必要最小限の給食当番で行う。 

 ・ その他の生徒は、自分の席で座って待つ。 

（４）その他 

 ・ 教室の配膳台の消毒を徹底する。 

 ・ 配膳室での密集・密接を避けるため、コンテナを東側と西側に分けて配置する。 

２ 食事中 

（１）前向きの席のまま食べる。 

 ・ できる限り会話を控える。 

（２）おかわりはしない。 

 ・ 全員、できるだけ同じ量を盛り付けて、減らしたり、 

増やしたりもしない。 

 ・ 他人が残したものをもらって食べることもしない。 

 ・ 欠席者の小分けできるものは分けてもよい。 

３ 片付け 

○ １階の配膳室の密集、密接をさける。 

 ・ ゴミ、おぼんは各階の配膳室に返却する。 

 ・ 牛乳は原則、北館に回って持って行き、 

帰りも北館を回って教室へ戻る。 

＜ 掃 除 ＞ 

 感染予防に努めながらの給食に

は時間がかかるため、掃除の時間を

給食の時間にあてることにしまし

た。掃除は帰りのＳＴ後に最低限の

場所（教室や廊下、階段など）を少

人数で行う形をとり 

ます。トイレ掃除は 

当面の間、教員が行 

います。 

＜ 熱中症対策 ＞ 

 感染予防のため、ウォータークーラーが使え

なくなりました。これからますます暑くなって

きて熱中症の心配も出てきます。毎日、必ず 

水筒を用意してあげてください。忘れた場合、

保護者に届けてもらうか学校で 

用意した水のペットボトルを渡 

します。ペットボトルをもらっ 

たときは、後日同等の水のペッ 

トボトルを持ってきてもらい、 

交換というかたちをとります。 

＜ 登下校 ＞ 

 友だちとしゃべりながら歩くと

きはマスクをして、少し距離をとり

ましょう。ご家庭でも 

ご指導いただけると 

大変助かります。 


